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　札幌市の中心部にありながら、身近に豊かな緑を感
じられるまち、中央区。今月号は、区内に入り口があ
る３つの自然歩道を紹介します。
　今年は、国民の祝日「山の日」（８月11日）を初めて
迎えます。この機会に、家族や友人と一緒に自然散策
へ出掛けませんか。

一緒に歩こう、自然歩道一緒に歩こう、自然歩道

区民のページ「ちゅうおう」
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地域FM番組
「中央区だより」毎週月曜11時30分～11時40分
ラジオカロスサッポロ（FM78.1MHz）

山鼻（南 23 西 10）　　　　　☎ 511-6371
幌西（南 11 西 14）　　　　　☎ 561-3256
西（南６西 13）　　　　　　 ☎ 561-7124
南円山（南９西 21）　　　　 ☎ 561-2472
円山（北１西 23）　　　　　 ☎ 611-3367
桑園（北７西 15）　　　　　 ☎ 621-3405
宮の森（宮の森２-11）　　　 ☎ 644-8760

中央区役所の主な課・係

【市コールセンター　☎ 222-4894】

中央市税事務所（北２東４　サッポロファクトリー２条館４階）

総務企画課
　庶務係　　　　☎ 205-3205
　地域安全担当　☎ 205-3205
　選挙係　　　　☎ 205-3206
　広聴係　　　　☎ 205-3216
地域振興課　　　☎ 205-3221
　統計担当係　　☎ 205-3222

戸籍住民課
　戸籍係　　　　☎ 205-3232
　住民記録係　　☎ 205-3238
保健福祉課
　地域福祉係　　☎ 205-3301
　福祉助成係　　☎ 205-3302
　給付事務係　　☎ 205-3303

　福祉支援係　　☎ 205-3304
　保健支援係　　☎ 205-3305
　相談担当係　　☎ 205-3306
健康・子ども課
（保健センター内）☎ 511-7221
保護課
　相談担当係　　☎ 205-3274

保険年金課
　給付係　　　　☎ 205-3341
　保険係　　　　☎ 205-3342
　収納一・二係　☎ 205-3343
　年金係　　　　☎ 205-3344

市税に関するお問い合わせは へ

（８時45分～17時15分（土・日曜、祝・休日、年末年始を除く））

中央区役所関連施設
まちづくりセンター

本府・中央（北１西２）       ☎ 251-6353
東北（北２東２）　          ☎ 251-8119
苗穂（北１東 10）　         ☎ 261-3669
東（南２東６）　　　　　　　☎ 241-1696
豊水（南８西２）　　　　　　☎ 521-0204
西創成（南５西７）　　　　　☎ 521-2384
曙（南 11 西 10）　　　　　　☎ 511-0116

納税課
　市税証明・口座振替
　法人の収納担当　☎ 211-3074

☎ 211-3912

　納税相談担当　☎ 211-3913

市民税課
　個人の
　市・道民税担当　　　☎ 211-3914
　特別徴収担当　☎ 211-3075

諸税課
　法人市民税担当☎ 211-3071
　事業所税担当　☎ 211-3073
　軽自動車税担当☎ 211-3076

固定資産税課
　土地担当　　　☎ 211-3917
　家屋担当　　　☎ 211-3918
　償却資産担当　☎ 211-3079

中央清掃事務所（南30西８） ☎581-1153
中央区民センター（南２西 10）☎271-1100
旭山公園通地区センター（南９西 18）☎520-1700

中央区役所（南３西 11） ☎ 231-2400（代表）
中央保健センター（南３西 11）☎511-7221
中央区土木センター（北12西 23）☎614-5800

820162016
放送予定
「2016市電フェスティバルについて」（8/22）
「狸

たぬ

八
はち

祭
まつり

について」（8/29）ほか

このロゴは札幌放送芸術専門学校　杉
すぎやま

山笑
え み り

梨さんの作品です
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札
幌
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
藻
岩
山
。

　

ア
イ
ヌ
語
で
は
「
イ
ン
カ
ル

シ
ペ
」（
い
つ
も
物
見
を
し
た

と
こ
ろ
）
と
呼
ば
れ
、
開
拓
使

時
代
か
ら
保
護
さ
れ
、
市
民
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
大
正

十
年
、
円
山
と
と
も
に
北
海
道

第
１
号
の
天
然
記
念
物
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

中央区の自然歩道中央区の自然歩道

　

円
山
村
が
で
き
る
以
前
は
、

「
モ
イ
ワ
」（
ア
イ
ヌ
語
で
「
小

さ
な
山
」）
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
円
山
開
拓
の
功
労
者
で

あ
る
上う
え
だ田
万ま
ん
ぺ
い平
ら
が
、
円
山
原

始
林
を
多
く
の
人
に
紹
介
し
よ

う
と
登
山
道
を
開
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
手
軽
な
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
多
く
の

市
民
が
訪
れ
ま
す
。

　自然歩道では季節によって、いろいろな動植物に出
会うことができます。一年を通し、さまざまな表情を
楽しむことができるのも、魅力の一つです。

▲ヒトリシズカ

▲エゾエンゴサクと
ニリンソウ

▲エゾリス
▲シロハラゴジュウカラ

▲八十八の観音像を見ながら散策

　

見
る
角
度
に
よ
っ
て
山
体
が

三
角
形
に
見
え
る
の
が
特
徴

で
、
ア
イ
ヌ
語
名
は
「
ハ
チ
ャ

ム
エ
プ
イ
」（
発
寒
の
小
山
）。

　

１
時
間
ほ
ど
で
山
頂
ま
で
登

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
登
山

初
心
者
に
も
お
勧
め
で
す
。

▲街並みを一望できる山頂には展望台や
レストラン、登山客用の休憩室も完備

▲山頂に立つ山神碑

▲５つのコースがあり（左図）、体力
などに応じて楽しむことができます

▲大人から子どもまで広く親しまれ
ています

円
山
ル
ー
ト

三
角
山
〜盤
渓
ル
ー
ト

藻
岩
山
ル
ー
ト

円山ルート

藻岩山ルート 三角山～盤渓ルート

自然歩道で
出会える動植物

▲キアゲハ
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散
策
の
魅
力

　

木
漏
れ
日
を
浴
び
な
が
ら
お
い

し
い
空
気
を
吸
い
、
自
然
の
中
を

ゆ
っ
く
り
歩
く
と
気
持
ち
が
安
ら

ぎ
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
花
や
き

の
こ
に
も
出
会
え
ま
す
し
、
自
然

を
愛
す
る
人
た
ち
と
笑
顔
で
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
た
り
、
会
話
し
た

り
す
る
の
も
楽
し
み
で
す
。
散
策

前
は
い
つ
も
「
今
日
は
ど
ん
な
人

や
植
物
に
出
会
え
る
か
な
」
と
胸

が
と
き
め
き
ま
す
。

藻
岩
山
の
見
ど
こ
ろ
、

お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト

　

山
頂
か
ら
の
見
晴
ら
し
が
素
晴

ら
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

道
中
で
も
札
幌
の
街
並
み
を
見
下

ろ
せ
る
場
所
が
あ
り
、
癒
や
さ
れ

ま
す
。
藻
岩
山
は
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
う
い
っ

た
貴
重
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
市

民
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

お
勧
め
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
い

わ
中
腹
駅
か
ら
山
頂
間
に
整
備
さ

れ
て
い
る
自
然
学
習
歩
道
。
歩
き

や
す
く
、
野
生
の
花
な
ど
を
ゆ
っ

く
り
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

散
策
の
際
の
注
意
点

・
熱
中
症　

こ
の
季
節
は
特
に
対

策
が
必
要
で
す
ね
。
散
策
前
に
も

必
ず
水
分
補
給
を
し
て
、
飲
み
物

と
、
あ
め
な
ど
の
携
行
食
も
持
参

し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ズ
メ
バ
チ　

黒
い
色
は
攻
撃

さ
れ
や
す
い
の
で
、
明
る
い
色
の

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。
匂
い

に
寄
っ
て
く
る
こ
と

も
あ
る
の
で
香
水
な

ど
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

　

自
分
の
ご
み
は
自
分
で
持
ち
帰

る
の
は
基
本
で
す
が
、
落
ち
て
い

る
ご
み
を
見
つ
け
た
と
き
も
、
で

き
れ
ば
拾
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
植
物
を

取
っ
た
り
痛
め
た
り
せ
ず
に
森
林

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
自
然

を
愛
す
る
心
を
持
っ
て
、
楽
し
く

散
策
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

JR
JR

JR

JR

藻岩山

宮の森
4条10丁目

❽宮の森入口

❾西区
山の手入口

❼円山西町入口

❻八十八カ所入口 ❶
旭
山
記
念
公
園

入
口

三角山

動物園前

円山

円山動物園

北 西28丁目 円山公園
地
下
鉄
東
西
線

豊
平
川

四阿
分岐点

分岐点

❺南区市民スキー場入口

❸南区小林峠入口

馬
の
背

❹南区北の沢
入口

分岐点

大倉山ジャンプ競技場

小別沢トンネル

10西区小別沢入口

慈啓会前

旭
山
公
園
前

❷慈啓会病院
入口

藻岩山ルート

円山ルート

三角山～
　　盤渓ルート

530.9

225.0

311.0

1.0km
登り・下り
20分

1.0km
登り 下り
40分 30分

0.7km
登り 下り
30分 20分

2.4km
登り 下り
60分 50分

0.7km
登り 下り
20分 15分

1.5km
登り 下り
50分 35分

1.0km
登り 下り
25分 20分

0.4km
登り 下り
15分 10分

1.0km
登り 下り
30分 20分

2.9km
登り・下り
40分

0.5km
登り・下り
20分

1.3km
登り・下り
30分

2.5km
登り 下り
90分 60分

1.1km
登り 下り
30分 20分

1.8km
登り 下り
40分 30分

自然歩道の詳細は、ホームページでも見ることができます
http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/midori/shizen/rute/

※クマ出没情報もチェック！

ルート案内ルート案内

▲自然学習歩道 　

藻
岩
山
、
旭
山
の
自
然
や
き
の
こ
の
観

察
・
普
及
啓
発
と
と
も
に
環
境
保
全
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
藻
岩
山

き
の
こ
観
察
会
の
中な
か
た田
洋よ
う
こ子
理
事
長
に
、

自
然
歩
道
の
魅
力
や
注
意
点
な
ど
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

問い合わせ先
【自然歩道に関すること】建設局みどりの管理課　☎211-2522
【藻岩山展望台や休憩室、自然学習歩道などに関すること】

　もいわ山ロープウェイ　☎561-8177

▲中田理事長

藻岩山ルート
①旭山記念公園入口：地下鉄円山公園駅からジェイ・アール
北海道バス（円13）で「旭山公園前」下車すぐ。
②慈啓会病院入口：地下鉄円山公園駅からジェイ・アール北
海道バス（循環円10）で「慈啓会前」下車、徒歩約３分。

円山ルート
⑥八十八カ所入口：地下鉄円山公園駅から徒歩約11分。
⑦円山西町入口：地下鉄円山公園駅からジェイ・アール北海
道バス（円15）で「動物園前」下車、徒歩約９分。
三角山～盤渓ルート
⑧宮の森入口：地下鉄西28丁目駅からジェイ・アール北海道
バス（循環西20）で「宮の森４条10丁目」下車、徒歩約８分。

公共交通機関案内公共交通機関案内
※○内の数字は上ルート案内の入り口を指しています。
※中央区に入り口があるコースを主に紹介しています。
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8月11日からの内容です

中央区役所からのお知らせ中央区役所からのお知らせ
区役所関連施設の電話番号は、区民のページ「ちゅうおう」
中央１ページをご覧ください。

発生件数 死者数 傷者数

中央区 546
（+30）

2
（+2）

626
（+26）

札幌市 2,854
（+159）

15
（+4）

3,361
（+225）

交通事故発生件数

※平成28年累計・７月20日現在。
　（　）は前年比

（概数）

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で

中央区の人口と世帯数
平成28年７月１日現在

人　口　239,502人
　　　　（前月比＋49）
　　男　108,388人
　　女　131,114人
世帯数　133,303世帯
　　　　（前月比＋61）

（国勢調査ベース）

　

市
電
と
市
電
沿
線
の
魅
力
を
発

見
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も

市
電
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
。

▽
内
容　

市
電
と
綱
引
き
な
ど
市

電
と
触
れ
合
う
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
、

露
店
、
縁
日
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ミ
ニ
て
つ

く
ん
、
市
電
の
会
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

▽
日
時　

９
月
４
日
㈰
10
時
〜
16

時
。荒
天
時
、一
部
規
模
縮
小
あ
り
。

▽
会
場　

電
車
事
業
所
（
南
21
西

16
）お
よ
び
隣
接
グ
ラ
ウ
ン
ド（
南

22
西
15
）。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
８

時
〜
21
時
）
☎
（
222
）
４
８
９
４

▽
内
容　

生
ご
み
堆
肥
の
作
り
方

と
堆
肥
を
使
っ
た
土
づ
く
り
、
秋

植
え
野
菜
の
栽
培
方
法
を
説
明
し

ま
す
。
参
加
者
に
は
堆
肥
化
セ
ッ

ト
（
段
ボ
ー
ル
箱
と
生
ご
み
堆
肥

化
基
材
（
も
み
殻
く
ん
炭
と
ピ
ー

ト
モ
ス
の
混
合
物
））
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
26
日
㈮
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
。

▽
会
場　

山
鼻
会
館
２
階
集
会
室

（
南
23
西
10
）。

▽
定
員
・
費
用　

50
人
・
無
料
。

▽
申
込　

８
月
12
日
㈮
〜
25
日
㈭

に
電
話
（
10
時
〜
16
時
。
日
曜
を

除
く
）
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
（kitagom

i@
alles.or.jp

）
で

①
開
催
日
時
・
会
場
名
、
②
氏
名
、

③
住
所
、
④
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
申
し
込
み
。
先
着
順
。

申
込
・
詳
細　

生
ご
み
堆
肥
化
相
談

窓
口 

☎
6
（
621
）
５
３
１
８

　　　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
が
け
崩
れ
の
危
険
は
あ
な
た

の
宅
地
の
近
く
に
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
日
ご
ろ
の
防

災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に

「
が
け
地
防
災
パ
ネ
ル
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

▽
期
間　

８
月
23
日
㈫
〜
25
日
㈭

の
９
時
〜
17
時
。

▽
会
場　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
１

階
ロ
ビ
ー
（
南
２
西
10
）。

詳
細　

都
市
局
宅
地
課

 
☎
（
211
）
２
５
１
２

　

８
月
31
日
㈬
は
平
成
28
年
度
国

民
健
康
保
険
料
第
３
期
分
の
納
期

限
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納

付
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
納
付
で
き
な

い
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
平
日
の

17
時
15
分
ま
で
に
区
役
所
へ
お
越

し
に
な
れ
な
い
方
は
、
左
記
の
通

り
夜
間
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
夜
間
相
談　

８
月
25
日
㈭
、
26

日
㈮
の
20
時
ま
で
。

※
夜
間
相
談
は
、
庁
舎
南
側
玄
関

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

保
険
年
金
課
収
納
一
・
二

係 

☎
（
205
）
３
３
４
３

大
型
ご
み

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
大
型
ご
み

（
有
料
の
指
定
ご
み
袋
に
入
り
き

ら
な
い
耐
久
消
費
財
（
照
明
器
具
、

電
子
レ
ン
ジ
な
ど
）・
そ
の
他
の

固
形
廃
棄
物
（
机
、
い
す
、
た
ん

す
な
ど
））
は
戸
別
有
料
収
集
で

す
。
大
型
ご
み
収
集
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
お
申
し
込
み
の
上
、
指
定

さ
れ
た
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
申
込　

大
型
ご
み
収
集
セ
ン

タ
ー
（
９
時
〜
16
時
30
分
。
年
末

年
始
を
除
き
無
休
）。

 

☎
（
281
）
８
１
５
３

家
電
４
品
目

　

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
の

家
電
４
品
目
は
、
販
売
店
な
ど
が

引
き
取
り
、
家
電
メ
ー
カ
ー
が
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
（
市
で
収

集
・
処
理
は
し
ま
せ
ん
）。
販
売

店
や
家
電
回
収
協
力
店
（
ご
み
分

け
ガ
イ
ド
参
照
）
に
収
集
を
依
頼

す
る
か
、
指
定
引
き
取
り
場
所
ま

で
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
収
集
運
搬
料
金
と
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン

　

家
庭
で
使
用
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン

は
、
各
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
（
市
で
収

集
・
処
理
は
し
ま
せ
ん
）。
各
パ

ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
回
収
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
（「
Ｐ
Ｃ

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
」
が
付
い
て

い
な
い
パ
ソ
コ
ン
は
、
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

小
型
家
電

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
小
型
家

電
（
家
電
４
品
目
を
除
く
）
で
縦

30
㌢
㍍
×
横
30
㌢
㍍
以
下
の
大
き

さ
の
も
の
は
、
市
有
施
設
な
ど
に

設
置
し
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
無
料

回
収
し
て
い
ま
す
。

▽
設
置
場
所　

市
役
所
（
北
１
西

２
）、
区
役
所
南
玄
関
（
南
３
西

11
）、
中
央
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
（
南
区
南
30
西
８
）、
イ

オ
ン
札
幌
桑
園
店
（
北
８
西
14
）

な
ど
。

※
市
で
収
集
・
処
理
し
な
い
も
の

を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
、

不
法
投
棄
と
な
り
処
罰
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

詳
細　

中
央
清
掃
事
務
所

 

☎
（
581
）
１
１
５
３

▲昨年の様子

が
け
地
防
災
パ
ネ
ル
展

大
型
ご
み
・
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
対
象
品
・
パ
ソ
コ
ン
・
小

型
家
電
の
処
理
に
つ
い
て

自
家
製
堆
肥
で

秋
の
野
菜
づ
く
り
講
座

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
と

夜
間
相
談
に
つ
い
て

２
０
１
６

市
電
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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疲
れ
た
ら
休
息
を
！
無
理
せ
ず
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

8月11日からの内容です
自
然
観
察
会

▽
内
容　

ガ
イ
ド
付
き
で
植
物
・

昆
虫
・
動
物
な
ど
の
観
察
会
を
し

ま
す
。

▽
日
時　

８
月
27
日
㈯
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
。

▽
会
場　

旭
山
記
念
公
園
（
界
川

４
）。

▽
定
員
・
費
用　

12
人
・
100
円
。

▽
申
込　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

（
毎
週
金
〜
月
曜
・
祝
日
の
10
時

〜
16
時
）
で
。
先
着
順
。

申
込
・
詳
細　

旭
山
記
念
公
園
管
理

事
務
所 

☎
（
200
）
０
３
１
１

 

6
（
200
）
０
３
５
１

①
基
礎
か
ら
学
べ
る
就
職
活
動
ス

タ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

９
月
９
日
㈮
10
時
〜
12

時
。

②
履
歴
書
の
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

９
月
９
日
㈮
13
時
〜
15

時
。

①
②
に
つ
い
て

▽
会
場　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室
Ｃ
（
南
２
西
10
）。

▽
対
象　

区
内
在
住
で
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
方
。

▽
定
員
・
費
用　

各
24
人
・
無
料
。

▽
申
込　

８
月
12
日
㈮
か
ら
電
話

で
。
先
着
順
。

申
込
・
詳
細　

就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
８
時
45
分
〜
17
時
）

 

☎
（
708
）
８
３
２
１

は
じ
め
て
の
i ア
イ
パ
ッ
ド

P
a
d
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
４
回
）

▽
内
容　

i
P
a
d
で
の
文
字

入
力
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
閲
覧
、

写
真
撮
影
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
ア

プ
リ
を
体
験
し

ま
す
。

▽
日
時　

８
月
30
日
〜
９
月
８
日

の
毎
週
火
・
木
曜
日
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
対
象　

初
め
て
の
方
で
、
区
内

在
住
か
在
勤
の
15
歳
以
上
の
方

（
中
高
生
を
除
く
）。

▽
定
員
・
費
用　

16
人
・
受
講
料

２
千
700
円
、
教
材
費
千
300
円
。

▽
持
ち
物　

不
要
（
i
P
a
d

は
同
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
ま
す
）。

▽
申
込　

８
月
16
日
㈫
９
時
〜
17

時
に
電
話
で
。
先
着
順
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
申

し
込
み
日
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け

ま
す
（
９
時
〜
17
時
（
日
曜
を
除

く
））。
ま
た
、
申
し
込
み
が
著
し

く
少
な
い
時
は
講
座
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

旭
山
公
園
通
地
区
セ

ン
タ
ー 

☎
（
520
）
１
７
０
０

 

6
（
561
）
６
８
６
８

ぞ
く
ぞ
く
村
の
オ
バ
ケ
た
ち
①

▽
内
容　
「
ミ
イ
ラ
の
ラ
ム
さ
ん
」

「
魔
女
の
オ
バ
タ
ン
」。

▽
日
時　

８
月
18
日
㈭
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
予
定
）。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
持
ち
物　

お
子
さ
ん
の
内
履
き
。

▽
費
用
・
申
込　

無
料
・
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
。

詳
細　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー 

☎
（
520
）
１
７
０
０

▽
内
容　

家
族
連
れ
を
対
象
に
、

多
目
的
ホ
ー
ル
を
卓
球
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
そ
れ
ぞ
れ
半
面
ず
つ
開
放

し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
20
日
㈯
13
時
〜
17

時
。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
持
ち
物　

運
動
靴
、ラ
ケ
ッ
ト
・

ボ
ー
ル
・
シ
ャ
ト
ル
な
ど
の
用
具
。

▽
費
用
・
申
込　

無
料
・
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
狭
く
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
ご
来
館
の
際
は
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー 

☎
（
520
）
１
７
０
０

▽
日
時　

９
月
８
日
㈭
９
時
30
分

〜
16
時
（
受
け
付
け
は
９
時
〜
９

時
20
分
）。

▽
会
場　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
１

階
娯
楽
室
（
南
２
西
10
）。

▽
対
象　

区
内
在
住
ま
た
は
同
セ

ン
タ
ー
の
囲
碁
開
放
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
。

▽
定
員　

上
級
（
３
段
以
上
）・

中
級
（
２
段
以
下
）
各
20
人
。

▽
参
加
費　

300
円
（
申
し
込
み
時

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）。

▽
申
込　

８
月
24
日
㈬
10
時
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
で
。
先

着
順
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
９
月

２
日
㈮
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

引
き
続
き
受
け
付
け
ま
す
（
10
時

〜
17
時
。
土
・
日
曜
可
）。

申
込
・
詳
細　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
☎
（
271
）
１
１
０
０

 

6
（
261
）
７
４
０
５

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

地
区
セ
ン
タ
ー
講
座

夏
休
み
こ
ど
も
映
画
会

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー

自
由
開
放

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

囲
碁
大
会
参
加
者
募
集

旭
山
記
念
公
園
か
ら
の

お
知
ら
せ
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8月11日からの内容です
締
め
な
い
で
安
全
な
席
は
な
い
！
だ
か
ら
締
め
よ
う
、
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
！

▽
講
師　

H

ハ

ン

ズ

ands o

オ
ン

n T

ト
ー
イ

o y's 

キ

ン
ダ
ー
リ
ー
プ
店
長　

杉す
ぎ
も
と本
英ひ
で
き樹

氏
。

▽
日
時　

８
月
31
日
㈬
10
時
〜
11

時
30
分
。

▽
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
（
南
３
西
11
）。

▽
対
象　

区
内
在
住
で
０
歳
〜
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る

保
護
者
と
そ
の
お
子
さ
ん
（
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
受
講
し
ま
す
）。

※
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
子
育
て
講
座
は
年
１
回

の
受
講
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
定
員
・
費
用　

15
人
・
無
料
。

▽
申
込　

８
月
12
日
㈮
９
時
か
ら

電
話
で
。
先
着
順
。

申
込
・
詳
細　

健
康
・
子
ど
も
課
子

育
て
支
援
係 

☎
（
511
）
６
３
９
９

開催日

９月29日㈭
広報９月号掲載予定

11月１日㈫
広報10月号掲載予定

平成29年１月30日㈪
広報１月号掲載予定

内容

ぬくもり伝わる わらべうた
※対象：０～１歳６カ月未満

楽しく過ごそう!
　　　　 さっぽろの冬

親子リズムであそぼう!
※対象：１歳６カ月以上

▽
内
容　
「
認
知
症
〜
生
活
習
慣

病
の
関
わ
り
と
予
防
に
つ
い
て
」。

▽
講
師　

中
村
記
念
病
院
神
経
内

科　

佐さ
こ
う光
一か
ず
や也
医
師
。

▽
日
時　

８
月
31
日
㈬
14
時
〜
15

時（
受
け
付
け
は
13
時
30
分
か
ら
）。

▽
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
講
堂
（
南
３
西
11
）。

▽
対
象　

区
内
在
住
の
方
。

▽
定
員
・
費
用　

60
人
・
無
料
。

▽
申
込　

８
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

に
電
話
で
。
先
着
順
。

申
込
・
詳
細　

健
康
・
子
ど
も
課
健

や
か
推
進
係
☎
（
511
）
７
２
２
３

親
子
料
理
教
室
i イ
ンn
光
塩

▽
内
容　

プ
ロ
仕
様
の
キ
ッ
チ
ン

で
親
子
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。

参
加
の
お
子
さ
ん
に
、
コ
ッ
ク
帽

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
メ
ニ
ュ
ー　

鮭
の
北
海
焼
き
〜

き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
添
え
、
き
の
こ

た
っ
ぷ
り
炊
き
込
み
ご
は
ん
の
お

に
ぎ
り
、
北
あ
か
り
の
す
り
流
し

汁
、
米
粉
の
ぷ
り
ん
。

▽
講
師　

光
塩
学
園
調
理
製
菓
専

門
学
校
日
本
料
理
講
師　

田た
や
す安

透と
お
る

氏
。

▽
日
時　

９
月
24
日
㈯
10
時
〜
13

▽
対
象　

１
歳
６
カ
月
〜
３
歳
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
。

▽
定
員
・
費
用　

15
組
・
無
料
。

▽
申
込　

８
月
９
日
㈫
〜
22
日
㈪

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w.city.sapporo.

jp/callcenter/uketsuke/
index.htm

l

）で
。多
数
時
は
抽
選
。

申
込
・
詳
細　

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
８
時
〜
21
時
）

 

☎
（
222
）
４
８
９
４

 

6
（
221
）
４
８
９
４

  　

中
央
区
の
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

『
ま
ち
の
モ
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
17
』
を

市
電
車
内
、
区
内
公
共
施
設
な
ど

で
配
布
中
で
す
。
ま
た
、
区
役
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
ま
ち
の
モ
ト
』

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
細　

地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り

調
整
担
当 

☎
（
205
）
３
２
２
１

札
幌
大
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

 
☎
（
211
）
１
１
８
５

▽
内
容　
「
親
子
で
楽
し
む
お
も

ち
ゃ
の
世
界
」。

時（
受
け
付
け
は
９
時
30
分
か
ら
）。

▽
会
場　

光
塩
学
園
調
理
製
菓
専

門
学
校
（
大
通
西
14
）。

▽
対
象　

区
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
。

▽
定
員
・
費
用　

16
組
32
人
（
二

人
一
組
）・
一
組
500
円
。

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、
上
履
き
。

▽
申
込　

８
月
18
日
㈭
９
時
か
ら

電
話
で
。
先
着
順
。

申
込
・
詳
細　

健
康
・
子
ど
も
課
健

や
か
推
進
係
☎
（
511
）
７
２
２
３

▽
内
容　

子
ど
も
た
ち
が
お
も

ち
ゃ
な
ど
で
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
質

問
を
お
受
け
し
た
り
、
電
車
事
業

所
の
見
学
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
１
日
㈭
10
時
〜
11

時
35
分
。

▽
集
合
場
所　

市
電
す
す
き
の
停

留
場
貸
切
電
車
乗
り
場
（
南
４
西

４
）。

▲中央区食育マスコット

　
「モリス」

▲今後の子育て講座（託児なし）の予定

※
こ
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
は
事
業
名
で
す
。

貸
切
電
車
ＤデＥ
子
育
て
サ
ロ
ン

子
育
て
講
座
参
加
者
募
集

平
成
28
年
度

市
民
健
康
教
育
講
座

み
ん
な
元
気
!!

食
育
体
験
レ
ス
ト
ラ
ン

中
央
区
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

「
ま
ち
の
モ
ト
」

2016─❽─広報さっぽろ2016─❽─広報さっぽろ 66中央中央



■
狸
八
祭
開
催
の
き
っ
か
け

【
長
谷
川
】
レ
ト
ロ
な
街
並
み
に

引
か
れ
若
者
向
け
の
個
性
的
な

店
が
増
え
た
こ
と
や
、
歩
道
や
街

灯
が
整
備
さ
れ
、
安
全
で
明
る
い

か
ら
と
、
こ
の
通
り
を
歩
く
人
が

増
え
た
こ
と
な
ど
、
８
丁
目
に
に

ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
住
民
が
中
心
と
な
っ

て
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
こ

の
地
域
が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
商
店
会
や

町
内
会
な
ど
に
開
催
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

■
初
開
催
を
振
り
返
っ
て

【
長
谷
川
】
短
い
準
備
期
間
で
し

た
が
周
囲
の
協
力
も
あ
っ
て
、
当

日
は
千
600
人
も
の
方
々
に
お
越

し
い
た
だ
く
な
ど
大
盛
況
と
な
り
、

こ
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
祭
り
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

町
内
会
に
お
い
て
も
連
帯
感
が

よ
り
強
ま
っ
た
他
、
地
域
の
住
民

と
の
交
流
が
深
ま
り
、
加
入
者
も

増
え
ま
し
た
。

【
倉
谷
】
反
響
は
大
き
く
、「
あ
り

が
と
う
。
ま
た
や

ろ
う
よ
」
と
い
う

感
謝
の
声
や
次
を

期
待
す
る
声
を
多

数
い
た
だ
き
ま
し

た
。
通
り
を
歩
く

親
子
連
れ
や
若
者
の
姿
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、

ま
ち
の
認
知
度
は
確
か
に
上
が
り

ま
し
た
。
祭
り
が
き
っ
か
け
で
来

店
い
た
だ
い
た
方
も
多
く
、
お
客

様
と
の
交
流
が
増
え
ま
し
た
。

■
今
後
の
狸
八
祭

【
倉
谷
】
狸
八
祭
は
、
こ
の
地
域

の
伝
統
と
新
し
さ
が
融
合
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
回
数
を
重
ね
、

地
域
に
根
付
か
せ
、
次
世
代
へ
引

き
継
が
れ
る
よ
う
に
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
当
面

は
祭
り
の
基
礎
を
し
っ
か
り
つ
く

る
た
め
、
同
じ
規
模
で
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
　

狸
小
路
８
丁
目

【
倉
谷
】
商
店
街
の
活
動
に
お
い

て
大
切
な
こ
と
は
、
お
互
い
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
祭
り
を
通
じ
、
こ

の
地
域
の
交
流
が
よ
り
活
発
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

【
長
谷
川
】「
地
域
お
こ
し
」
を
目

的
に
始
め
た
祭
り
で
す
が
、
こ
こ

８
丁
目
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割

は
と
て
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
町
内
会
や
祭
り
の
運
営
に

関
わ
ろ
う
と
し
て
く
れ
る
若
者
も

少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

し
っ
か
り
と
守
り
、
思
わ
ず
足
を

運
び
た
く
な
る
よ
う
な
温
か
く
て

に
ぎ
や
か
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

◆
第
２
回
狸
八
祭
◆

▼
日
時　

９
月
４
日
㈰
12
時
〜

20
時
。ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
19
時（
予

定
）。

▼
会
場　

狸
小
路
８
丁
目
（
南
２

〜
３
条
西
８
）。
※
当
日
は
通
り

を
歩
行
者
天
国
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

八は
っ

光こ
う

書
房

　
　
　
　
　

☎
（
231
）
１
７
１
７

▶
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
（
後
列
右
か
ら

倉
谷
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
、
橋は

し
も
と本
さ

ん
、
片か

た
ぎ
り桐
さ
ん
。
前
列
右
か
ら
林は

や
し
さ
ん
、

渡わ
た
な
べ辺
さ
ん
、
島し

ま
ざ
き崎
さ
ん
）。

▲肩がぶつかり合うほどのにぎわい！（昨年の様子）

　

区
内
で
ま
ち
の
活
性
化

に
取
り
組
む
人
々
と
そ
の

活
動
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー

ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
本
府
、
西
創

成
地
区
で
平
成
27
年
９

月
に
初
開
催
さ
れ
た
狸
八

祭
で
す
。
西
創
成
第
７
町

内
会
長
・
狸
小
路
８
丁
目

商
店
会
長
を
務
め
、
祭
り

の
開
催
を
周
囲
に
呼
び
掛

け
た
長は
せ
が
わ

谷
川
興こ
う
せ
い生
さ
ん
と
、

祭
り
の
実
行
委
員
長
を
務

め
る
倉く
ら
や谷
孝こ
う
じ二
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

―
―
こ
こ
で
何
か
を
仕
掛
け
れ
ば
必
ず
人
が
集
ま
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
う
い
う
確
信
が
あ
り
ま
し
た
（
長
谷
川
）

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道
路
に
し
ま
し
ょ
う
！

第１回中央区まちづくり最前線！

ア
ー
ケ
ー
ド
の
な
い
狸
小
路
８
丁
目

　
　
　

通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し
て

　
　
　
　
　

祭
り
を
開
催
（
狸た

ぬ

は

ち八
祭ま

つ
り

）
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ふれあい写真館ふれあい写真館

　円山小学校の５年生と地域の町内会などが連携して取り組む環境
美化活動円山ピカピカ運動が行われました。円山公園入り口前の歩
道（大通西28、南１西28）の花壇、植樹ますが、力を合わせて植え
られたベゴニアなど約600株
の花々で彩られ、道行く人々
を笑顔にしていました。

笑顔で彩るピカピカな街（６/27）

　中央地区民生委員・児童委員協議会、中央地区福祉のまち推進セ
ンターが主催するおしゃべりカフェが開催され、地域住民など約40
人が参加しました。会場では、落語家の桂

かつら
梅
うめだんじ
團治さん、桂

かつら
小
こ う め
梅さん

親子による軽快な上方落語
が披露され、会場は爆笑の
渦に包まれていました。

笑いは健康の源（６/28）

みんなで守る地域の安全（７/２）
　中央区ゲートボール場（南23西10）において山鼻地区交通安全・
防火・防犯・清掃の集いが行われました。参加者は、山鼻少年消防
クラブによる規律訓練や防火に関する誓いの他、消火体験、消防車
両の搭乗体験などを通じ、地
域の安全・安心なまちづくり
への意識を高めていました。
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